
（株）井本興業 長尾山工場　産業廃棄物焼却施設 維持管理情報の公表
1 施設の概要

項目 記載欄

設置者の名称

事業場（工場）の名称

施設の所在地

施設の種類

焼却炉の型式

処理能力

処理する産業廃棄物の
種類

設置許可年月日・許可
番号

産業廃棄物処分業許可
番号

維持管理に関する連絡
先

2 排ガス中の測定結果（令和8年度）

測定項目 測定場所 単位 基準値 1回目 採取日 1回目 結果取得日 1回目 結果 2回目 採取日 2回目 結果取得日 2回目 結果

（記入例）ばいじん 煙突入口 g/m3N 0.08 令和○ .4.27 令和○ .5.24 0.021 令和○ .11.21 令和○ .11.28 0.033

ばいじん 煙突入口 g/m3N 0.25 令和8.5.28 令和8.6.16 0.015

塩化水素 煙突入口 mg/m3N 700 令和8.5.28 令和8.6.16 ＜1

窒素酸化物 煙突入口 ppm 250 令和8.5.28 令和8.6.16 51

硫黄酸化物 煙突入口 m3N/h 0.33 令和8.5.28 令和8.6.16 ＜0.004

ダイオキシン類 煙突入口 ng-TEQ/m3N 10 令和8.5.28 令和8.6.16 0.042

3 連続測定結果（令和8年度）

測定項目 測定場所 単位 維持基準 測定期間 最大値 最小値 平均値 記録の保管場所

燃焼ガスの温度 燃焼室内（要確認） ℃ 800℃以上
令和8年4月〜

   令和8年9月
635 34 334.5 事務所内

集じん器入口の温度
集じん器入口（集塵
機）

℃
おおむね200℃

以下

令和8年4月〜

   令和8年9月
129 112 120.5 事務所内

一酸化炭素濃度 煙突 ppm ○○ ppm以下
令和8年4月〜

   令和8年9月
158 0 79 事務所内

4 焼却灰の濃度と堆積ばいじんの除去（令和8年度）

測定対象 採取年月日 結果取得年月日
測定結果（ng-

TEQ/g）
基準値

ばいじん 令和8年6月1日 令和8年6月19日 0.0035 3 ng-TEQ/g以下

燃え殻 令和8年6月1日 令和8年6月19日 0.012 3 ng-TEQ/g以下

冷却設備・排ガス処理設備に堆積したばいじんの除去年月日（除去した月に日付を記入、除去しなかった月は「－」）

除去場所 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

冷却設備 - - - - - - - - - - - -

排ガス処理設備 - - - - - - - - - - - -

5 処分した産業廃棄物の種類及び数量（令和8年度・単位：t）

区分 品目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間計

産業廃棄物 木くず 0 3 0 0 0 0.8 3.8

特別管理産業廃棄物 該当なし － － － － － － － － － － － － －

合計 0 3 0 0 0 0.8 0 0 0 0 0 0 3.8

4.8 t/日

株式会社井本興業（代表取締役 井本 圭一郎）

長尾山工場（宝塚工場）

兵庫県宝塚市川面字長尾山15-327

産業廃棄物焼却施設

（例：固定床式・ストーカ式・キルン式）

木くず（木くず専用焼却炉）

令和3年10月28日

兵庫県 第02823158959号

Tel.0797-87-7127（宝塚工場）

ばいじん・塩化水素・窒素酸化物・硫黄酸化物は6か月に1回以上、ダイオキシン類は年1回以上の測定が必要です（許可条件や自治体の指導で回数が増える場合があります）。測定値は酸素濃度12%換算値。硫黄酸化物はK値規制のため排出量（m3N/h）と許容排出量を記載。実

施しない回は空欄にせず「実施せず（年1回のため）」と記載。

「紙媒体で保管」と書くだけでなく、期間ごとの数値の概要を記載してください。維持基準は施設の型式・許可条件で異なります。連続測定の記録は事業所で保管し、閲覧できるようにしておく必要があります。

焼却灰（ばいじん・燃え殻）のダイオキシン類は、排ガスとは別に年1回以上の測定結果を記載します。3 ng-TEQ/g は処理基準として一般に示される値です。施設ごとの条件は許可条件と自治体の様式で確認してください。

処分がなかった月は空欄ではなく「0」と記載。（尚 当社の焼却炉は、木くず専用焼却ですので他の品目の焼却処分は行っておりません。）と注記します。年間計・合計は自動計算です。


